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投票状況
 江戸崎地区 新利根地区 桜川地区 東地区 期日前投票 合計
 8,438人 4,365人 4,381人 7,441人 2,940人 27,565人
 53.74% 55.14% 74.14% 71.85% 7.37% 69.11%

開票結果
平成17年5月1日午後11時30分確定

届出順位 1 2 3
党派 無所属 無所属 無所属
候補者名 櫻井理人 髙城功 飯田稔
得票数 1,062票 14,148票 11,997票

住み良いまちづくりに向けて
市長就任のごあいさつ

当日有権者数
男 19,689人
女 20,195人
合計 39,884人

市長初登庁
5月1日の市長選挙で当選した髙城功市長が、
同9日に初登庁しました。
　午前10時、江戸崎庁舎前に到着した初代市
長は、出迎えた市民や市職員らの拍手を受けな
がら、女子職員等から花束を受け取り、市長の
記章を胸につけて市長室に入りました。
　その後、会議室で市幹部職員を前に初訓示を
行い、「市民が合併してよかったと満足できる
まちづくりを行いたい。職員は市と市民のため
に問題意識を常に持ち、精一杯業務に励んでほ
しい」と語り、髙城市政のスタートを切りまし
た。

稲敷市長　髙城功

　
稲
敷
市
は
、
今
ま
さ
に
新
時

代
へ
の
幕
開
け
を
し
、
新
し
い

都ま

市ち

づ
く
り
の
ス
タ
ー
ト
ラ
イ

ン
に
立
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。先
達
の
知
恵
と
伝
統
、
こ

れ
ま
で
築
か
れ
て
き
た
歴
史
・

文
化
・
自
然
を
受
け
継
ぐ
と
と

も
に
、
今
必
要
な
財
産
を
し
っ

か
り
と
見
極
め
、
稲
敷
独
自
の

特
色
を
発
現
し
た
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
る
こ
と
が
、
私
の
大
き

な
使
命
で
あ
る
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。

　
同
時
に
ま
た
、
私
の
公
約
で

ご
ざ
い
ま
す

一
、
旧
町
村
の
融
合
を
図
り
な

が
ら
地
方
分
権
を
進
め
「
誰
も

が
主
役
」
の
個
性
豊
か
な
ま
ち

づ
く
り

二
、
だ
れ
も
が
健
や
か
に
暮
ら

せ
る
や
す
ら
ぎ
の
あ
る
ま
ち
づ

く
り

三
、
人
間
性
あ
ふ
れ
た
教
育
を

進
め
こ
こ
ろ
の
豊
か
な
ま
ち
づ

く
り

四
、
女
性
の
声
を
大
切
に
し
た

男
女
共
生
の
ま
ち
づ
く
り

五
、
地
域
の
特
性
を
生
か
し
た

産
業
の
振
興
で
活
力
の
あ
る
ま

ち
づ
く
り

　
こ
の
五
つ
を
基
本
的
な
方
針

と
し
て
、
豊
か
な
市
民
生
活
を

実
現
す
る
た
め
に
、
公
正
・
公

平
を
む
ね
と
し
て
、
誠
実
で
責

任
あ
る
行
政
運
営
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　
稲
敷
市
は
、
ま
だ
ま
だ
克
服

す
べ
き
幾
多
の
課
題
を
抱
え
て

い
る
こ
と
も
事
実
で
ご
ざ
い
ま

す
が
、
そ
の
一
つ
ひ
と
つ
を
確

実
に
克
服
し
、
真
に
住
み
良
い

ま
ち
づ
く
り
に
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
市
民
の
皆
様
か
ら
の
特
段
の

ご
指
導
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す

よ
う
切
に
お
願
い
申
し
上
げ
、

就
任
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し

ま
す
。

こ
の
た
び
の
江
戸
崎
町
・
新
利

根
町
・
桜
川
村
・
東
町
の
合
併

に
伴
う
市
長
選
挙
に
お
き
ま
し

て
、
多
く
の
皆
様
方
か
ら
温
か

い
ご
支
援
を
賜
り
、
初
代
稲
敷

市
長
と
し
て
就
任
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
皆
様
方
の
私
に
お
寄
せ
く
だ

さ
い
ま
し
た
ご
厚
情
を
思
い
、

責
任
の
重
さ
を
ひ
し
ひ
し
と
感

じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

市
民
一
人
ひ
と
り
の
一
層
の
幸

稲
敷
市
長
選
挙
結
果

５
月
１
日（
日
）市
内
38
か
所
で

稲
敷
市
長
選
挙
の
投
票
が
行
わ

れ
、
午
後
９
時
30
分
か
ら
江
戸

崎
体
育
館
で
行
わ
れ
た
開
票
の

結
果
、
髙
城
功（
た
か
ぎ
・
い
さ

お
）
氏
の
当
選
が
決
ま
り
ま
し

た
。

任
期
：
平
成
17
年
５
月
１
日
か

ら
平
成
21
年
４
月
30
日
ま
で
の

４
年
間
／
当
日
有
権
者
数
：
３

万
９
８
８
４
人
／
投
票
率
：

69
・
11
％

●
稲
敷
市
選
挙
管
理
委
員
会

（
江
戸
崎
庁
舎
・
総
務
課
内
）☎
０

２
９
‐
８
９
２
‐
２
０
０
０

（
内
線
２
２
０
８
）

せ
の
た
め
に
、
新
し

い
市
政
の
実
現
に
全

力
で
取
り
組
む
決
意

で
ご
ざ
い
ま
す
。
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市
で
は
、
子
育
て
を
す
る
方
を

支
援
す
る
た
め
、
児
童
手
当
、

児
童
扶
養
手
当
、
特
別
児
童
扶

養
手
当
の
３
つ
の
手
当
を
支
給

し
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
手
当
は
い
ず
れ
も

届
け
出
を
す
る
こ
と
に
よ
り
支

給
さ
れ
ま
す
の
で
、
申
請
を
し

て
支
給
を
う
け
て
く
だ
さ
い
。

●
児
童
手
当
・
児
童
扶
養
手
当

＝
稲
敷
市
児
童
福
祉
課
☎
０
２

９
７
‐
８
７
‐
３
２
４
７

●
特
別
児
童
扶
養
手
当
＝
稲
敷

市
社
会
福
祉
課
☎
０
２
９
７
‐

８
７
‐
３
１
２
９

児童手当

家庭における生活の安定と次代を担う児童の健全な育成、資質の向上を目的に、児童を養育している人に支給
する手当です。

支給対象 9歳（9歳の年度中）までの児童を養育している方。（所得制限あり、別表参照）
手当月額 第1子、第2子：5,000円（1人につき）
 第3子以降：10,000円（1人につき）
支給時期 年3回（2月、6月、10月）
認定請求 総合窓口課（各庁舎にあります）で請求してください。公務員の場合は勤務先へ請求。翌月分から支

給されます。転入などのやむを得ない理由で、できなかった場合は、その後15日以内に請求すれ
ば支給を受けることが出来ます。

 提出書類：①児童手当認定請求書　②加入保険証＝請求者が被用者（サラリーマンなど）の場合のみ
必要　③児童手当用所得証明書＝申請する年の１月1日に稲敷市に住所がなかった方のみ必要／
証明する年は認定請求日の前年分（1月から5月までは前々年分）　④銀行の口座番号など

現況届 現在、児童手当を受けている方には、現況届を6月中旬に送付します。期限までに児童福祉課（新
利根庁舎内）または総合窓口課へ提出してください。提出がないと6月以降の手当が受けられませ
んのでご注意ください。

 提出書類：①現況届　 ②加入保険証＝請求者が被用者（サラリーマンなど）の場合のみ必要　③前
住所地の市区町村が発行する児童手当用所得証明書＝今年の１月１日に稲敷市に住所がなかった
方のみ必要

その他 出産などにより対象児童が増えた場合、支給対象の児童が該当しなくなった場合、住所が変わっ
た場合などは、変更などの届出が必要となります。

●稲敷市児童福祉課（新利根庁舎）tel.0297-87-3247

国民年金加入者
 扶養者数 所得額
 0人 301万円
 1人 339万円
 2人 377万円
 3人 415万円
 4人 453万円
 5人 491万円

児童扶養手当

父母の離婚などにより父親と生計をともにしていない児童の母、あるいは母にかわってその児童を養育してい
る方に対し､児童の健やかな成長を願って支給される手当です。

支給対象 父親と生計をともにできない児童を監護している母親、または養育している方（養育者）。児童の年
齢は18歳（18歳の年度中）まで。心身におおむね中程度以上の障害のある場合は20歳未満まで。
（老齢福祉年金以外の公的年金受給者を除く。所得制限もあり）

手当月額 児童1人：最高41,880円（所得に応じて変ります）
 児童2人：＋5,000円
 3人以上：＋3,000円（1人につき）
支給日 年3回（４月、８月、12月）
認定請求 児童福祉課（新利根庁舎）で請求してください。
 提出書類：①認定請求書、②戸籍謄（抄）本、③住民票
現況届 現在、児童扶養手当を受けている方には、７月下旬に現況届を送付します。8月31日までに必要

事項を記入して児童福祉課（新利根庁舎内）または総合窓口課へ提出してください。提出がないと8
月以降の手当が受けられませんのでご注意ください。また、2年間提出がないと資格を失います。

 提出書類：①現況届、②住民票（世帯全員のもの）　※この他、必要に応じて提出書類あり。
その他 対象児童が増えたり減ったり、支給対象の児童が該当しなくなった場合、住所が変った場合など

は、変更などの届出が必要となります。
●稲敷市児童福祉課（新利根庁舎）tel.0297-87-3247

児童への福祉制度をご紹介
子育てをする親に手当が支給されます

特別児童扶養手当

精神・身体に障害のある児童の父母（または養育している方）に対し、障害児の福祉の増進を図るために支給さ
れる手当です。

支給対象 精神・身体に障害のある20歳未満の児童を、ご家庭で監護している父母、または父母に代わって
養育している方。（所得制限あり）

 なお、児童扶養手当、児童手当、障害児福祉手当と合わせて支給を受けることが出来ます。
手当月額 １級：50,900円（1人につき）
 ２級：33,900円（1人につき）
 ※1級は身体障害手帳1・2級程度または療育手帳Ⓐ・A程度
 ※2級は身体障害者手帳3級程度または療育手帳B程度
支給日 年3回（4月、8月、11月）
請求認定 社会福祉課（新利根庁舎内）で請求の手続きをし、県知事の認定を受けることになります。
 提出書類：①認定請求書、②診断書、③戸籍謄（抄）本、④住民票
状況届 現在、特別児童扶養手当を受けている方には所得状況届を7月下旬に送付します。8月31日まで

に必要事項を記入して、社会福祉課（新利根庁舎内）または総合窓口課へ提出してください。これに
より8月分以降の手当の支給が決まります。

 提出書類：①所得状況届
●稲敷市社会福祉課（新利根庁舎）tel.0297-87-3129

厚生年金加入者
 扶養者数 所得額
 0人 460万円
 1人 498万円
 2人 536万円
 3人 574万円
 4人 612万円
 5人 650万円

児童手当所得制限限度額（平成17年度）
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人間ドック・脳ドック助成のお知らせ
稲敷市国民健康保険に加入されている方へ

対
象
者
・
条
件

○
国
民
健
康
保
険
税
に
未
納
の

な
い
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者

の
方

○
年
齢
が
満
30
歳
以
上
満
69
歳

以
下
の
方

○
同
一
年
度
内
で
、
稲
敷
市
の

住
民
健
診
を
受
け
な
か
っ
た
、

ま
た
は
、受
け
な
い
予
定
の
方

○
人
間
ド
ッ
ク
か
脳
ド
ッ
ク
の

い
ず
れ
か
一
ド
ッ
ク
（
二
年
度

続
け
て
の
脳
ド
ッ
ク
は
不
可
）

助
成
金
額

人
間
ド
ッ
ク
、
脳
ド
ッ
ク
に
か

か
わ
ら
ず
、
一
律
に
一
人
２
万

５
千
円
（
後
日
、
市
よ
り
直
接
病

院
へ
支
払
い
ま
す
。）

助
成
申
請
場
所

江
戸
崎
庁
舎
、
新
利
根
庁
舎
、

東
庁
舎
の
各
総
合
窓
口
課
お
よ

び
桜
川
庁
舎
保
険
課

※
申
請
書
の
審
査
後
、
保
険
課

よ
り
助
成
金
受
給
者
証
を
送
付

し
ま
す
の
で
、
受
給
者
証
の
交

付
を
受
け
て
か
ら
、
ご
自
分
で

下
記
の
医
療
機
関
に
予
約
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。（
予
約
の

際
、
受
給
者
証
の
受
給
者
番
号
を

聞
か
れ
ま
す
。受
診
当
日
は
受
給

者
証
を
病
院
に
提
出
し
、
自
己
負

担
金
を
支
払
い
ま
す
。）

※
現
在
、
医
師
の
治
療
を
受
け

て
い
る
方
は
医
師
に
相
談
の
う

え
受
診
願
い
ま
す
。ま
た
、
妊

娠
中
の
方
は
ご
遠
慮
願
い
ま
す
。

●
稲
敷
市
保
険
課
国
民
健
康
保

険
係
☎
０
２
９
‐
８
９
２
‐
２

０
０
０（
内
線
４
６
０
７
）

生
活
習
慣
病
は
、
潜
在
的
経
過

を
た
ど
り
ま
す
。一
見
元
気
に

活
動
さ
れ
て
い
る
方
で
も
、
検

査
を
し
て
み
る
と
何
の
異
常
も

な
い
人
は
少
数
で
あ
り
、
自
覚

症
状
が
出
て
か
ら
で
は
手
遅
れ

に
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
症
状
が
出
て
か
ら
受

診
す
る
と
、
医
療
費
や
診
療
日

数
と
と
も
に
、
心
身
に
も
負
担

が
増
大
し
ま
す
。さ
ら
に
、
医

療
費
が
増
大
す
れ
ば
そ
れ
を
賄

う
た
め
に
、
み
な
さ
ま
に
納
め

て
も
ら
う
国
保
税
も
増
や
さ
な

け
れ
ば
な
ら
な
く
な
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
病
気
や
障
害
を
で

き
る
だ
け
早
期
に
発
見
し
治
療

を
行
う
た
め
、
さ
ら
に
将
来
病

気
を
招
く
可
能
性
の
あ
る
因
子

や
傾
向
を
把
握
し
て
病
気
の
予

防
に
努
め
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
稲
敷
市
で
は
国
民
健
康
保

険
被
保
険
者
の
方
に
人
間
ド
ッ

ク
・
脳
ド
ッ
ク
の
受
診
料
金
へ

の
助
成
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
助
成
の
申
込
・
条
件
な
ど
は

次
の
と
お
り
で
す
。こ
の
機
会

に
、
ご
自
分
の
健
康
チ
ェ
ッ
ク

を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

牛久愛和総合病院総合健診センター 牛久市 tel.029-873-4334 人間・脳ドック
つくばセントラル病院健診センター 牛久市 tel.029-872-1771 人間・脳ドック
鳥越クリニック 牛久市 tel.029-874-8823 人間・脳ドック
筑波メディカルセンターつくば総合健診センター つくば市 tel.029-856-3500 人間・脳ドック
筑波胃腸病院 つくば市 tel.029-874-3321 人間ドック
取手協同病院健康管理センター 取手市 tel.0297-74-5551 人間・脳ドック
取手北相馬保健医療センター医師会病院 取手市 tel.0297-71-9500 人間・脳ドック
霞ヶ浦成人病研究事業団健診センター 阿見町 tel.029-887-4563 人間・脳ドック
土浦協同病院農村健康管理センター 土浦市 tel.029-826-3221 人間ドック
宮本病院 稲敷市幸田 tel.0299-79-2114 人間ドック
白十字総合病院健診センター 神栖町 tel.0299-93-1779 人間・脳ドック

助成対象ドック実施医療機関（助成の対象となる指定病院）

指定医療機関名 地域 電話番号 ドック種目

年金って老後だけじゃないんだ！
平成１７年度から年金制度が変わりました。

ヶ
月
前
納
さ
れ
て
い
る
方
は
、
前

納
割
引
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、

早
割
に
変
更
す
る
と
割
引
額
の
合

計
額
が
少
な
く
な
り
ま
す
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。）

　
早
割
制
度
を
申
し
込
み
す
る

と
翌
月
末
の
初
回
の
口
座
振
替

に
て
2
ヶ
月
分
の
保
険
料
（
従

前
の
保
険
料
と
40
円
割
引
さ
れ
た

保
険
料
）が
引
落
し
と
な
り
、
そ

の
後
の
毎
月
の
保
険
料
が
40
円

割
引
と
な
り
ま
す
。

　
口
座
振
替
に
よ
る
早
割
を
ご

希
望
の
方
は
、
社
会
保
険
事
務

所
ま
た
は
口
座
を
お
持
ち
の
金

融
機
関
・
郵
便
局
へ
申
し
込
み

を
し
て
く
だ
さ
い
。（
す
で
に
口

座
振
替
に
よ
り
納
付
さ
れ
て
い
る

方
も
、申
し
込
み
が
必
要
で
す
）

若
年
者
納
付
猶
予
制
度

現
在
の
免
除
制
度
で
は
、
本
人

の
所
得
が
低
く
て
も
同
じ
世
帯

の
世
帯
主
の
所
得
が
高
い
と
国

民
年
金
保
険
料
の
納
付
は
免
除

に
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
そ
こ
で
、
学
生
で
な
い
若
年

者
（
20
歳
代
の
方
）
に
つ
い
て
は
、

世
帯
主
の
所
得
を
問
わ
ず
に
、

本
人
と
そ
の
配
偶
者
の
所
得
状

況
に
よ
っ
て
国
民
年
金
保
険
料

の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る
制
度
が

で
き
ま
し
た
。該
当
す
る
と
、

猶
予
さ
れ
た
保
険
料
は
10
年
以

内
に
追
納
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。た
だ
し
、
毎
年
度
申
請
が

必
要
で
す
。

対
象
者
：
30
歳
未
満
（
学
生
を

除
く
）で
、被
保
険
者
本
人
お
よ

び
配
偶
者
の
所
得
が
基
準
額
以

下
の
方
。

国
民
年
金
第
３
号
被
保
険

者
の
特
例
届
出
ス
タ
ー
ト

平
成
17
年
４
月
よ
り
、
過
去
の

す
べ
て
の「
届
け
忘
れ
期
間（
た

だ
し
、
昭
和
61
年
４
月
以
降
）」
を

「※

第
３
号
被
保
険
者
期
間
」
と

し
て
さ
か
の
ぼ
っ
て
認
め
る

「
特
例
届
出
」が
、
ス
タ
ー
ト
し

国
民
年
金
保
険
料
が
変
わ

り
ま
し
た
。

平
成
17
年
４
月
か
ら
平
成
18
年

３
月
ま
で
の
国
民
年
金
保
険
料

は
、
月
額
１
万
３
５
８
０
円
で

す
。

　
付
加
保
険
料
（
付
加
年
金
）
は
、

月
額
４
０
０
円
。付
加
年
金
は
、

定
額
の
保
険
料
に
月
額
４
０
０

円
の
保
険
料
を
上
乗
せ
し
て
納

め
た
人
が
、『
納
め
た
月
数
×

２
０
０
円
（
年
額
）』
の
金
額
を

老
齢
基
礎
年
金
に
加
算
さ
れ
て

受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

国民年金保険料（平成17年度）
１３，５８０円／月

付加保険料（付加年金）
４００円／月

て
い
ま
す
。（
ま
だ
年
金
を
受
給

し
て
い
な
い
方
も
、
既
に
受
給
さ

れ
て
い
る
方
も
対
象
。）

　

届
出
を
忘
れ
て
い
る
場
合
、

社
会
保
険
事
務
所
へ
届
出
し
て

く
だ
さ
い
。

※
第
３
号
被
保
険
者
…
厚
生
年
金・

共
済
組
合
に
加
入
し
て
い
る
方
に

扶
養
さ
れ
て
い
る
配
偶
者
で
す
。

●
土
浦
社
会
保
険
事
務
所
☎
０

２
９
‐
８
２
４
‐
７
１
２
１

●
稲
敷
市
保
険
課
年
金
係
☎
０

２
９
‐
８
９
２
‐
２
０
０
０（
内

線
４
６
０
９
）

○毎週月曜日
午前8時30分～午後7時

年金相談時間を延長しています。（月曜
日が休日の場合は翌日の火曜日に振り替え

て実施。）

○第２・３土曜日
午前9時30分～午後4時

社会保険事務所を開所し年金相談を行
っています。（年金相談センターについて
は、開所していません。）

お
得
な
早
割
制
度
が
選
べ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

月
々
の
保
険
料
を
口
座
振
替
の

早
割
（
当
月
保
険
料
の
当
月
末
引

落
し
）
で
納
付
す
る
と
月
額
40

円
の
割
引
と
な
り
ま
す
。（
既
に
、

口
座
振
替
で
１
年
前
納
ま
た
は
６

茨城県内の各社会保険事務所（年金相談
センターを除く) では、年金相談の時間
延長および、休日相談を実施していま
す。どうぞお気軽にお越しください。
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稲
敷
市
消
防
団
は
、
こ
れ
か
ら

の
２
年
間
、
４
つ
の
消
防
団
に

よ
り
構
成
さ
れ
ま
す
。団
員
は
、

地
元
消
防
器
具
の
点
検
や
防
火

活
動
の
ほ
か
、
消
防
・
水
防
訓

練
な
ど
を
行
い
な
が
ら
、
万
一

の
災
害
時
に
備
え
ま
す
。

　
全
団
員
数
１
４
９
８
名
の
内
、

各
消
防
団
の
本
部
役
員
と
分
団

長
を
ご
紹
介
し
ま
す
。（
敬
称

略
）

●
稲
敷
市
生
活
環
境
課
消
防
交

通
係
☎
０
２
９
‐
８
９
２
‐
２

０
０
０（
内
線
４
４
０
３
）

【
江
戸
崎
消
防
団
】

▽
団
長
：
栗
山
豊
▽
副
団
長
：

岡
澤
弘
重
、
川
﨑
輝
男
、
池
田

博
之
、
稲
箸
稔
、
岡
澤
昌
宏
▽

指
導
員
：
戸
村
秋
夫
、
東
郷
和

之
、吉
原
弘
、高
坂
弘
、松
本
一

明 ▽
第
１
分
団
長
：
江
口
祐
司
▽

第
２
分
団
長
：
平
沢
竜
也
▽
第

３
分
団
長
：
細
川
輝
昭
▽
第
４

分
団
長
：
筧
信
太
郎
▽
第
５
分

団
長
：
大
久
保
誠
▽
第
６
分
団

長
：
広
瀬
智
▽
第
７
分
団
長
：

山
口
佳
美
▽
第
８
分
団
長
：
山

崎
晃
▽
第
９
分
団
長
：
小
林
正

巳
▽
第
10
分
団
長
：
岡
野
猛
司

▽
第
11
分
団
長
：
岡
澤
真
澄
▽

第
12
分
団
長
：
浅
野
繁
明
▽
第

13
分
団
長
：
田
中
嘉
信
▽
第
14

分
団
長
：
五
十
嵐
鉄
夫
▽
第
15

分
団
長
：
栗
山
康
志
▽
第
16
分

団
長
：
横
田
安
弘
▽
第
17
分
団

長
：
篠
崎
利
行
▽
第
18
分
団

長
：
鈴
木
勉
▽
第
19
分
団
長
：

黒
田
裕
司
▽
第
20
分
団
長
：
武

藤
公
治
▽
第
21
分
団
長
：
武
藤

一
行
▽
第
22
分
団
長
：
浅
野
堅

一
郎
▽
第
23
分
団
長
：
吉
原
政

人
▽
第
24
分
団
長
：
高
橋
晃
仙

▽
第
25
分
団
長
：
中
内
伸
也
▽

第
26
分
団
長
：
小
泉
知
也
▽
第

27
分
団
長
：
庄
司
明
央
▽
第
28

分
団
長
：
伊
藤
友
一
▽
第
29
分

団
長
：
林
健
一

【
新
利
根
消
防
団
】

▽
団
長
：
宮
内
修
▽
副
団
長
：

萩
原
敏
正
、
木
内
清
勝
、
鴻
巣

康
男
、
岡
野
陽
一
、
坪
井
日
出

男
▽
指
導
員
：
篠
田
仁
、
古
澤

透
、長
谷
川
直
樹

▽
第
１
分
団
長
：
足
立
博
▽
第

２
分
団
長
：
飯
田
康
行
▽
第
３

分
団
長
：
沼
崎
和
幸
▽
第
４
分

団
長
：
大
貫
道
教
▽
第
５
分
団

長
：
松
浦
敏
之
▽
第
６
分
団

長
：
池
田
正
佳
▽
第
７
分
団

長
：
植
竹
光
希
▽
第
８
分
団

長
：
有
坂
真
之
▽
第
９
分
団

長
：
野
村
智
▽
第
10
分
団
長
：

柳
町
昌
行
▽
第
11
分
団
長
：
関

川
英
季
▽
第
12
分
団
長
：
土
肥

忠
雄
▽
第
13
分
団
長
：
石
井
一

也
▽
第
14
分
団
長
：
大
津
一
美

▽
第
15
分
団
長
：
土
肥
栄

【
桜
川
消
防
団
】

▽
団
長
：
根
本
新
一
▽
副
団

長
：
根
本
五
郎
、
村
塚
好
一
、

髙
須
喜
一
▽
指
導
員
：
秋
本
利

夫
、丸
山
敏
之
、清
水
一
弘

▽
第
１
分
団
長
：
船
串
実
▽
第

２
分
団
長
：
武
内
俊
明
▽
第
３

分
団
長
：
石
塚
時
冶
▽
第
４
分

団
長
：
小
貫
聡
▽
第
５
分
団

長
：
栗
山
佳
也
▽
第
６
分
団

長
：
山
口
隆
幸
▽
第
７
分
団

長
：
福
田
泰
孝
▽
第
８
分
団

長
：
原
静
一
▽
第
９
分
団
長
：

秋
本
直
樹
▽
第
10
分
団
長
：
矢

崎
浩
之
▽
第
11
分
団
長
：
広
野

旭
▽
第
12
分
団
長
：
関
川
博
人

▽
第
13
分
団
長
：
柳
町
宏
幸
▽

第
14
分
団
長
：
佐
藤
賢
一
▽
第

15
分
団
長
：
武
山
進
一

【
東
消
防
団
】

▽
団
長
：
黒
田
功
▽
副
団
長
：

平成17年度稲敷市消防団
市民の生命と財産を守ります

黒
田
清
隆
、
工
藤
修
、
都
築
高

夫
▽
指
導
員
：
坂
本
希
典
、
根

本
浩
、長
沖
仁
一
、根
本
正 

▽
第
１
分
団
長
：
大
野
満
雄
▽

第
２
分
団
長
：
木
内
紀
夫
▽
第

３
分
団
長
：
佐
藤
元
和
▽
第
４

分
団
長
：
登
坂
茂
▽
第
５
分
団

長
：
長
妻
利
定
▽
第
６
分
団

長
：
石
田
耕
一
▽
第
７
分
団
長
：

太
田
正
美
▽
第
８
分
団
長
：
宮

増
正
明
▽
第
９
分
団
長
：
高
城

健
一
▽
第
10
分
団
長
：
黒
田
晃

嗣
▽
第
11
分
団
長
：
大
山
達
也

▽
第
12
分
団
長
：
黒
田
欣
次
▽

第
13
分
団
長
：
大
石
光
宏
▽
第

14
分
団
長
：
坂
本
信
也
▽
第
15

分
団
長
：
藤
沢
郁
夫
▽
第
16
分

団
長
：
吉
田
光
利
▽
第
17
分
団

長
：
板
橋
正
典
▽
第
18
分
団

長
：
板
橋
誠
▽
第
19
分
団
長
：

甲
賀
信
之
▽
第
20
分
団
長
：
根

本
一
己

平成17年度区長さんご紹介
行政区と市とのパイプ役です

区
長
は
、
地
区
の
要
望
を
市
に

伝
え
た
り
、
行
政
か
ら
の
お
知

ら
せ
を
市
民
の
皆
さ
ん
に
伝
え

て
い
た
だ
く
な
ど
、
地
区
と
行

政
と
の
パ
イ
プ
役
と
し
て
活
動

し
て
い
ま
す
。

　
広
報
紙
な
ど
市
か
ら
の
配
布

物
を
地
区
の
み
な
さ
ん
に
配
っ

た
り
、
空
き
缶
拾
い
や
粗
大
ご

み
収
集
、
行
事
参
加
の
取
り
ま

と
め
な
ど
、
地
区
の
為
に
さ
ま

ざ
ま
な
活
動
を
行
い
ま
す
。

　
各
行
政
区
の
区
長
を
ご
紹
介

し
ま
す
。（
敬
称
略
）

●
稲
敷
市
総
務
課
庶
務
係
☎
０

２
９
‐
８
９
２
‐
２
０
０
０

（
内
線
２
２
０
４
）

【
江
戸
崎
地
区
】

▽
門
前
第
１
：
諸
岡
公
之
▽
門

前
第
２
：
中
川
洋
一
▽
江
戸
崎

田
宿
：
髙
木
秋
廣
▽
新
山
：
川

口
勝
己
▽
戸
張
：
中
村
利
男
▽

江
戸
崎
新
宿
：
川
尻
卓
男
▽

浜
：
福
本
恒
夫
▽
江
戸
崎
本

宿
：
市
川
茂
▽
荒
宿
：
細
川
正

昭
▽
大
宿
：
鴻
野
光
男
▽
天

王
：
本
橋
和
栄
▽
根
宿
：
石
川

和
男
▽
切
通
：
小
林
顕
次
▽
西

町
：
四
ツ
谷
榮
▽
犬
塚
本
郷
：

【
東
地
区
】

▽
東
１
区
（
余
津
谷
・
清
久
島
・

橋
向
）
：
大
野
喜
男
▽
東
２
区

（
押
砂
）
：
木
内
弘
義
▽
東
３

区（
曲
渕
・
四
ツ
谷
・
六
角
）
：
大

野
晃
英
▽
東
４
区
（
結
佐
）
：

坂
本
英
夫
▽
東
５
区
（
佐
原
組

新
田
・
手
賀
組
新
田
・
大
重
）
：

髙
城
行
雄
▽
東
６
区（
八
筋
川
・

境
島
・
大
島
・
三
島
）
：
坂
本
孝

▽
東
７
区（
西
代・佐
原
下
手
）
：

岩
井
清
一
郎
▽
東
８
区
（
上
之

島
・
石
納
）
：
椎
塚
弘
一
▽
東

９
区
（
上
須
田
）
：
江
寺
省
造

▽
東
10
区
（
伊
佐
部
）
：
鳥
羽

健
夫
▽
東
11
区
（
阿
波
崎
）
：

髙
須
明
▽
東
12
区（
下
須
田
）
：

黒
田
久
夫
▽
東
13
区（
釜
井
）
：

淺
野
衛
▽
東
14
区
（
本
新
）
：

國
井
芳
美
▽
東
15
区（
幸
田
）
：

髙
城
与
佐
久
▽
東
16
区（
脇
川
・

中
島
・
平
須
）
：
櫻
井
彰
一
▽

東
17
区
（
福
田
）
：
田
中
朋
之

▽
東
18
区
（
市
崎
）
：
山
口
文

雄
▽
東
19
区
（
町
田
・
東
大

沼
）
：
飯
出
豊
▽
東
20
区
（
清

水
・
町
田
新
田
・
清
水
新
田
）
：

塚
本
憲
男
▽
東
21
区（
光
葉
）
：

今
市
宗
雄

一
▽
太
田
下
：
岡
野
善
吉
▽
寺

内
：
川
口
嘉
夫
▽
小
野
：
野
口

久
夫
▽
堀
川
：
黒
岩
清
▽
桑
山

新
田
：
芝
井
義
昭
▽
根
本
１

区
：
大
徳
廣
志
▽
根
本
２
区
：

山
口
贇
太
郎
▽
根
本
３
区
：
堤

完
一
▽
根
本
４
区
：
山
口
一
彦

▽
根
本
５
区
：
足
立
守
▽
根
本

６
区
：
中
野
秀
和

【
桜
川
地
区
】

▽
神
落
：
浜
田
和
治
▽
尾
島
：

井
澤
幸
夫
▽
東
前
原
：
髙
須
大

輔
▽
前
原
：
高
木
清
實
▽
小
舟

戸
：
山
﨑
晴
基
▽
原
口
：
黒
田

幸
夫
▽
和
田
：
成
毛
一
男
▽
柳

縄
一
：
久
松
博
▽
柳
縄
二
：
人

見
光
男
▽
仲
郷
：
浜
田
国
彦
▽

前
浦
：
小
貫
孝
浩
▽
東
戸
崎
：

髙
木
昭
男
▽
西
戸
崎
：
石
浜
一

夫
▽
西
の
洲
：
平
山
和
人
▽
須

賀
津
：
桜
井
和
夫
▽
甘
田
：
成

毛
五
郎
右
衛
門
▽
四
箇
：
平
野

秀
雄
▽
阿
波
：
秋
本
太
郎
▽
神

宮
寺
：
野
口
晴
夫
▽
柏
木
：
根

本
文
彦
▽
羽
生
：
矢
崎
茂
美
▽

堀
之
内
：
仲
内
信
男
▽
桜
川
田

宿
：
織
本
純
夫
▽
桜
川
本
宿
：

根
本
光
一
▽
古
渡
岡
：
諸
岡
政

道
▽
飯
出
：
松
田
芳
美
▽
三

次
：
宮
本
孝
▽
馬
渡
：
坂
本
新

宮
本
和
久
▽
荒
野
：
中
澤
繁
▽

稲
波
：
山
田
忠
男
▽
小
角
：
小

原
眞
▽
上
君
山
：
北
澤
克
明
▽

下
君
山
：
宮
本
敏
夫
▽
松
山
：

渕
上
剛
▽
羽
賀
：
木
野
内
明
夫

▽
村
田
：
朝
日
向
達
夫
▽
沼
田

第
１
：
渡
辺
忠
次
▽
沼
田
第

２
：
和
泉
吉
昭
▽
沼
田
台
：
秦

孝
志
▽
小
羽
賀
：
大
竹
芳
明
▽

時
崎
：
木
野
内
清
▽
下
蒲
ケ

山
：
山
崎
正
義
▽
上
蒲
ケ
山
：

池
田
博
之
▽
月
出
里
：
吉
田
稔

▽
花
指
：
吉
田
一
郎
▽
佐
倉
南

部
：
平
田
三
男
▽
佐
倉
北
部
：

木
村
忠
男
▽
鳩
崎
本
郷
：
佐
藤

嘉
也
▽
野
原
：
糸
賀
正
治
▽
信

太
古
渡
：
冨
田
茂
▽
岡
：
棹
臺

庸
介
▽
須
賀
：
根
本
春
吉
▽
椎

塚
：
中
澤
義
丸
▽
駒
塚
：
小
泉

修
▽
桑
山
：
根
本
均
▽
南
ケ

丘
：
黒
木
和
孝

【
新
利
根
地
区
】

▽
寄
居
：
関
川
正
城
▽
寺
地
：

小
倉
良
男
▽
新
利
根
新
宿
：
山

本
弘
晃
▽
九
軒
：
池
田
博
▽
戌

渡
：
岡
田
篤
義
▽
伊
崎
太
田
新

田
：
田
中
精
一
▽
角
崎
狸
穴
：

小
林
仁
▽
中
山
：
大
貫
照
夫
▽

曽
根
：
小
菅
健
雄
▽
伊
佐
津
：

池
田
昌
男
▽
太
田
上
：
坪
井
芳
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家庭の粗大ごみ収集
江戸崎地区、7月3日、10日

市
で
は
、
江
戸
崎
地
区
を
対
象

に
、
一
般
の
家
庭
か
ら
出
る
粗

大
ご
み
の
収
集
を
行
い
ま
す
。

注
意
事
項
を
守
っ
て
、
各
自
で

回
収
場
所
へ
持
ち
込
ん
で
く
だ

さ
い
。

　
な
お
、
市
内
ど
の
地
区
の
方

で
も
持
ち
込
め
ま
す
が
、
新
利

根
、
桜
川
、
東
地
区
に
つ
い
て

は
、
混
乱
を
避
け
る
た
め
、
そ

れ
ぞ
れ
の
地
区
で
行
わ
れ
る
粗

大
ご
み
収
集
日
に
お
出
し
く
だ

さ
い
。日
程
に
つ
い
て
は
広
報

紙
で
決
ま
り
次
第
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

●
稲
敷
市
生
活
環
境
課
環
境
衛

生
係
☎
０
２
９
‐
８
９
２
‐
２

０
０
０（
内
線
４
４
０
２
）

粗大ごみ回収江戸崎地区

■搬入日程
７月３日（日）、10日（日）
午前９時から正午まで：江戸崎地区、君賀地区
午後１時から4時まで：沼里地区、鳩崎地区、高田地区
指定時間以外は入れませんので、時間厳守でお願いし
ます。なお、混雑をさけるため、地区を時間ごとに別け
ます。

■場所
江戸崎町民体育館裏（地図参照）。搬入は、一方通行とな
ります。係員の指示に従ってください。

■収集品目
７月３日（日）：鉄くず、アルミ、自転車、モーター、ガ
ラス
７月10日（日）：家電製品、ガラス、家具、その他、

■持込める粗大ごみ
持込めるごみは、一般家庭からでる粗大ごみだけです。
【鉄くず類】トタン、スチールデスク・ロッカー・本棚、
ガスレンジ、卓上コンロ、傘、石油ストーブ・ファン
ヒーター、ボイラー、農薬などの缶、ステンレス製品

【アルミ類】アルミサッシ、アルミ製品
【自転車類】自転車、三輪車、一輪車、リアカー

【家電製品類】電気ミシン、電気ストーブ、電子レン
ジ、掃除機、エレクトーン、チャイルドシート、スキ
ー板・靴、ワープロ、ステレオ、プラスチック製品で
金具との分別が不可能なもの

【モーター類】モーター、井戸ポンプ類
【ガラス類】板ガラス、鏡
【家具類】布団・毛布、畳、カーペット、古材、木製家具、
食器棚、タンス、本棚、戸、机、椅子、ベッド、ソファー、
座椅子、ホットカーペット、プラスチック製品

【その他】塩ビパイプ、断熱材、ビニールトタン

■持ち込みの注意点
指定以外のごみは持込めません。その場合は持ち帰り
となります。また解体しないで持込んだ場合は、各自
で解体をしていただきます。
・ベッド、ソファー、座椅子は、中の金具を取り除く
・ガラスサッシなどは、枠とガラスを分別
・ボイラーは断熱材を取り外す
・ストーブなどは灯油は抜き取る
・農薬の缶は、中をよく洗い、ふたをしない

■持込めない粗大ごみ
これらのごみは、販売店または廃棄物処理業者へ依頼
ください。
①パソコン
②テレビ、冷蔵庫、洗濯機、エアコン
③事業活動で排出されるごみ：農業用の機械・ビニー
ル・苗箱、机、椅子、ロッカーなど
④危険物：消火器、ガスボンベ、バッテリーなど
⑤バイク、タイヤ
⑥通常の、燃えるごみ、缶・ビンなどのごみは、収集日
に出してください

江戸崎庁舎

稲敷警察署

江戸崎体育館 粗大ごみ
収集場所

大正橋 高田橋

ラーメン屋
カスミ

　
た
だ
し
、
保
安
林
に
つ
い
て

は
、
県
に
事
前
に
伐
採
許
可
申

請
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。届
出

を
怠
る
と
森
林
法
に
よ
り
罰
せ

ら
れ
ま
す
。ま
た
、
届
出
書
を

提
出
し
て
い
て
も
、
届
出
内
容

と
異
な
る
行
為
を
行
っ
た
場
合

に
は
罰
せ
ら
れ
ま
す
。

　
伐
採
し
よ
う
と
し
て
い
る
森

林
が
、
地
域
森
林
計
画
の
対
象

に
な
っ
て
い
る
か
ど
う
か
は
、

産
業
振
興
課
（
東
庁
舎
内
）
で
確

認
で
き
ま
す
。ま
た
、
届
出
の

申
請
用
紙
も
産
業
振
興
課
に
備

え
て
あ
り
ま
す
。詳
し
く
は
左

記
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

●
稲
敷
市
産
業
振
興
課
農
林
水

産
係
☎
０
２
９
９
‐
７
８
‐

３
３
８
５

●
県
南
地
方
総
合
事
務
所
林
務

課　
土
浦
市
真
鍋
５
‐
１
７
‐

２
６
（
土
浦
合
同
庁
舎
内
）
☎

０
２
９
‐
８
２
２
‐
８
５
１
１

本
人
に
な
り
す
ま
し
た
第
三
者

に
よ
っ
て
住
民
異
動
届
が
な
さ

れ
、
本
人
の
知
ら
な
い
間
に
住

所
が
異
動
さ
せ
ら
れ
る
と
い
う

事
件
が
全
国
的
に
発
生
し
て
い

ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
虚
偽
の
住
民
異

動
届
を
未
然
に
防
止
す
る
た

め
、
７
月
１
日（
金
）か
ら
住
民

異
動
届
出
時
な
ど
に
、
本
人
と

確
認
で
き
る
証
明
書
な
ど
の
提

示
を
お
願
い
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　
こ
れ
は
、
個
人
情
報
の
保
護

と
住
民
記
録
の
正
確
性
を
確
保

す
る
た
め
で
も
あ
り
ま
す
。み

な
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
身
分
証
明
書
を
お
持

ち
で
な
い
場
合
で
も
届
出
は
で

き
ま
す
。詳
細
な
内
容
に
つ
い

て
は
稲
敷
市
市
民
課
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
稲
敷
市
市
民
課
☎
０
２
９
‐

８
９
２
‐
２
０
０
０
（
内
線

４
２
０
０
）

住
民
異
動
の
届
出
に
係
る
本
人
確
認

７
月
１
日
よ
り
実
施

information

市
県
民
税
と
は
、
そ
の
年
の
１

月
１
日
現
在
、
市
内
に
住
所
を

有
す
る
方
に
納
め
て
い
た
だ
く

も
の
で
、
一
般
に
住
民
税
と
呼

ば
れ
て
い
ま
す
。平
成
17
年
１

月
１
日
現
在
、
江
戸
崎
町
・
桜

川
村
・
新
利
根
町
・
東
町
に
住

所
の
あ
っ
た
方
は
、
平
成
17
年

度
は
稲
敷
市
に
市
県
民
税
を
納

め
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま

す
。

　
ま
た
、
地
方
税
法
改
正
に
伴

い
、
一
定
の
所
得
の
あ
る
妻
に

対
し
て
市
県
民
税
の
均
等
割
税

額
が
か
か
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。市
県
民
税
均
等
割
の
納
税

義
務
を
負
う
夫
と
生
計
を
一
に

し
、
夫
と
同
一
市
町
村
内
に
住

所
を
有
す
る
方
の
均
等
割
額
は

２
千
円
と
な
り
ま
す
。

　
平
成
17
年
度
市
県
民
税
の
納

付
書
は
６
月
中
旬
に
送
付
し
ま

す
。

●
稲
敷
市
税
務
課
住
民
税
係
☎

０
２
９
‐
８
９
２
‐
２
０
０
０

（
内
線
４
５
０
４・４
５
０
５
）

市
県
民
税
、

ど
こ
に
納
め
る
？

本人確認の対象者
住民異動届（転入届・転出届・
転居届・世帯主変更届等）を持
参した方（届出人またはその代
理人）。
本人確認の方法
運転免許証、パスポート、住
基カードなどの官公署が発行
した証明書、許可証等で顔写
真の貼付があるもの。

私
た
ち
の
生
活
に
な
く
て
は
な

ら
な
い
貴
重
な
財
産
で
あ
る
森

林
を
無
秩
序
に
伐
採
す
る
こ
と

は
、
森
林
の
多
様
な
機
能
を
損

な
う
だ
け
で
な
く
、
様
々
な
災

害
を
引
き
起
こ
す
な
ど
、
私
た

ち
の
生
活
に
多
大
な
影
響
を
及

ぼ
し
ま
す
。

　
そ
の
た
め
森
林
法
で
は
、
地

域
森
林
計
画
の
対
象
に
な
っ
て

い
る
森
林
の
立
木（
除
伐
、
枯
損

木
は
除
く
）
を
伐
採
す
る
時
は
、

自
分
の
森
林
で
あ
っ
て
も
、
事

前
（
30
〜
90
日
前
）
に
「
伐
採
及

び
伐
採
後
の
造
林
届
出
書
」
を

市
町
村
長
に
提
出
す
る
こ
と
が

必
要
で
す
。 森

林
を
伐
採
す
る
と
き
は
…

「
伐
採
及
び
伐
採
後
の
造
林
届
出
書
」を
忘
れ
ず
に
。
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１
あ
ず
ま
田
植
え
祭
り

東
地
区
名
産
の
ミ
ル
キ
ー
ク
イ

ー
ン
を
首
都
圏
へ
Ｐ
Ｒ
し
よ
う

と
、
あ
ず
ま
米
産
地
づ
く
り
推

進
協
議
会
主
催
の
「
田
植
え
祭

り
」が
、５
月
７
日
、手
賀
組
新

田
で
行
わ
れ
、
千
葉
県
浦
安
市

の
家
族
連
れ
約
２
１
０
名
が
参

加
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
あ
い
に
く
の
雨
天

と
な
り
ま
し
た
が
、
参
加
者
た

ち
は
、
ぬ
か
る
ん
だ
田
ん
ぼ
の

感
触
に
歓
声
を
上
げ
な
が
ら
、

ミ
ル
キ
ー
ク
イ
ー
ン
の
苗
を
泥

ま
み
れ
に
な
り
な
が
ら
手
で
植

え
て
い
ま
し
た
。秋
に
は
収
穫

祭
が
お
こ
な
わ
れ
る
予
定
で

す
。

２
地
域
の
大
人
に
学
ぶ

５
月
12
日
に
あ
ず
ま
西
小
学
校

で
行
わ
れ
た
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル

フ
。こ
れ
は
、
地
域
子
ど
も
教

室
推
進
事
業
の
一
環
と
し
て
行

わ
れ
て
い
る
も
の
で
、
西
っ
子

広
場
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。地

域
の
大
人
た
ち
が
自
分
の
得
意

分
野
で
先
生
と
な
っ
て
、
子
ど

も
た
ち
に
色
々
な
こ
と
を
教
え

て
い
ま
す
。

　
こ
の
日
は
、
約
60
人
の
児
童

2

で・き・ご・と

4-5月
市内の様々な行事、風習、出来ごとなどを取り上げます。
ご連絡ください。取材に駆けつけます。
●稲敷市秘書広聴課tel.029-892-2000（代）

1-a

た
ち
が
参
加
。ラ
ジ
オ
の
取
材

も
あ
り
、
み
ん
な
ち
ょ
っ
と
緊

張
気
味
？
そ
ん
な
中
、
な
ん

と
！
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
が
で
ま

し
た
。こ
れ
に
は
先
生
も
ビ
ッ

ク
リ
し
て
い
た
よ
う
で
す
。

３
と
て
も
楽
し
げ
な
遠
足

桜
川
幼
稚
園・保
育
所
合
同
で
、

５
月
12
日
、
近
く
の
総
合
運
動

公
園
ま
で
春
の
遠
足
が
行
わ
れ

ま
し
た
。先
生
に
引
率
さ
れ
子

ど
も
た
ち
は
元
気
に
行
進
。公

園
で
は
、
滑
り
台
や
ブ
ラ
ン
コ

な
ど
で
遊
ん
だ
り
し
て
楽
し
く

過
ご
し
ま
し
た
。ま
た
お
昼
に

は
み
ん
な
そ
ろ
っ
て
お
弁
当
を

食
べ
、
思
い
出
に
残
る
一
日
と

な
っ
た
よ
う
で
し
た
。

４
坂
本
職
務
執
行
者
が
退
任

市
長
職
務
執
行
者
を
務
め
て
き

た
坂
本
允
氏
の
離
任
式
が
５
月

2
日
市
役
所
江
戸
崎
庁
舎
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

坂
本
職
務
執
行
者
は
、「
職

員
一
丸
と
な
っ
て
、
新
市
の
ま

ち
づ
く
り
取
り
組
ん
で
ほ
し

い
」
と
最
後
の
あ
い
さ
つ
を
行

い
、
職
員
ら
に
見
送
ら
れ
な
が

ら
市
役
所
を
後
に
し
ま
し
た
。

4

3

1-c

1-b
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information

子
ど
も
に
関
す
る
悩
み
事
は
…

子
供
に
関
す
る
心
配
ご
と
や
、

母
子
家
庭
の
皆
さ
ん
が
抱
え
て

い
る
様
々
な
悩
み
事
は
、
稲
敷

市
福
祉
事
務
所
窓
口
へ
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

家
庭
児
童
相
談

養
護
…
家
庭
で
養
育
す
る
こ
と

が
難
し
い
。子
供
を
叩
い
て
し

ま
う
な
ど
。

非
行
…
非
行
が
気
に
な
る
。親

に
反
抗
的
な
ど
。

育
成
…
学
校
や
保
育
所
を
休
む
。

落
ち
着
き
が
な
い
な
ど
。

心
身
障
害
…
言
葉
や
身
体
の
成

長
が
気
に
な
る
な
ど
。

※
必
要
に
応
じ
て
、
県
の
児
童

相
談
所
な
ど
関
係
機
関
と
連
携

し
て
い
き
ま
す
。

母
子
相
談

母
子
家
庭
の
自
立
支
援
や
母
子

寡
婦
福
祉
資
金
の
相
談
に
応
じ

ま
す
。

●
稲
敷
市
児
童
福
祉
課
☎
０
２

９
７
‐
８
７
‐
３
２
４
７
（
直

通
）

子
ど
も
に
関
す
る
相
談

一
人
で
悩
ま
ず
、ご
相
談
を
！

児
童
虐
待
を
防
ぐ
た
め
に
…

近
年
、
児
童
虐
待
事
件
が
頻
発

し
、
と
て
も
深
刻
な
状
況
に
あ

り
ま
す
。虐
待
は
、
時
と
し
て

子
ど
も
の
生
命
を
奪
っ
て
し
ま

う
こ
と
も
あ
り
、
子
ど
も
に
と

っ
て
大
き
な
悪
影
響
を
も
た
ら

し
ま
す
。

　
虐
待
と
思
っ
た
ら
、
す
ぐ
関

係
機
関
に
連
絡
す
る
こ
と
が
、

解
決
の
一
番
の
糸
口
に
な
り
ま

す
。

　
連
絡
さ
れ
た
方
の
秘
密
は
必

ず
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
見
逃
さ

な
い
で
、
す
ぐ
に
連
絡
を
お
願

い
し
ま
す
。

○
緊
急
の
場
合
＝
今
、
子
ど
も

に
深
刻
な
危
険
が
加
え
ら
れ
て

い
る
場
合
は
、警
察（
１
１
０
番
）

に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

○
虐
待
と
思
っ
た
場
合
＝
稲
敷

市
福
祉
事
務
所・児
童
相
談
所・

地
域
の
民
生
委
員
・
児
童
委
員

ま
で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

●
稲
敷
市
福
祉
事
務
所
家
庭
相

談
室
☎
０
２
９
７
‐
８
７
‐
３

２
４
７（
直
通
）

●
福
祉
相
談
セ
ン
タ
ー
☎
０
２

９
‐
２
２
１
‐
４
９
９
２

●
土
浦
児
童
相
談
所
☎
０
２
９

‐
８
２
１
‐
４
５
９
５

●
い
ば
ら
き
虐
待
ホ
ッ
ト
ラ
イ

ン
☎
０
２
９
３
‐
２
２
‐
０
２

９
３
（
休
日
や
夜
間
で
も
受
け
付

け
て
い
ま
す
。）

information

今
ま
で
決
定
し
て
い
な
か
っ

た
、
新
利
根
地
区
の
行
政
相
談

委
員
が
決
定
し
ま
し
た
。

新
利
根
地
区
行
政
相
談
委
員

（
敬
称
略
）

池
田
信
正
（
伊
佐
津
３
２
７
５‒

２
）
☎
０
２
９
７
‐
８
７
‐

２
６
０
２

　
相
談
は
、
毎
月
新
利
根
地
区

の
心
配
事
相
談
と
合
同
で
行
い

ま
す
。お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。（
日
時
：
第
１・
３
木
曜

日
の
午
後
１
時
30
分
か
ら
午
後

４
時
ま
で
／
場
所
：
ふ
れ
あ
い

セ
ン
タ
ー
）

※
相
談
は
無
料
、
秘
密
厳
守
で

す
。

●
総
務
省
茨
城
行
政
評
価
事
務

所
☎
０
２
９
‐
２
２
１
‐

３
３
４
７

●
行
政
苦
情
１
１
０
番
☎

０
５
７
０
‐
０
９
０
１
１
０

行
政
相
談
委
員
が

決
定
し
ま
し
た
。

昭
和
24
年
６
月
１
日
に
人
権
擁

護
委
員
法
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
、
法
務
省
と
全
国
人

権
擁
護
委
員
連
合
会
は
、
毎
年

６
月
１
日
を
「
人
権
擁
護
委
員

の
日
」
と
定
め
、
人
権
擁
護
委

員
制
度
の
周
知
と
人
権
尊
重
思

想
の
普
及
高
揚
を
呼
び
か
け
て

い
ま
す
。

　
人
権
擁
護
委
員
は
、
地
域
住

民
の
人
権
が
侵
害
さ
れ
な
い
よ

う
常
に
注
意
を
払
い
、
も
し
人

権
が
侵
害
さ
れ
た
と
き
は
、
そ

の
相
談
を
受
け
、
被
害
救
済
の

た
め
に
す
み
や
か
に
適
切
な
処

人
権
擁
護
委
員
を
知
っ
て
い
ま
す
か
？

６
月
１
日
は
人
権
擁
護
委
員
の
日

理
を
採
り
ま
す
。ま
た
、
街
頭

啓
発
や
講
演
会
な
ど
を
通
じ
て
、

人
権
の
大
切
さ
に
つ
い
て
理
解

を
深
め
て
も
ら
う
た
め
の
活
動

に
も
努
め
て
い
ま
す
。

　
稲
敷
市
に
は
、
市
長
か
ら
推

薦
さ
れ
て
、
法
務
大
臣
が
委
嘱

し
た
10
人
の
人
権
擁
護
委
員
が

い
ま
す
。気
に
な
る
こ
と
が
ご

ざ
い
ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

●
稲
敷
市
人
権
同
和
対
策
室
☎

０
２
９
７
‐
８
７
‐
３
２
３
６

（
直
通
）

人権擁護委員（敬称略）
中川敬治朗 tel.029-892-0063
南井　純雄 tel.029-892-2640
鈴木伊兵衛 tel.0297-87-3310
佐々木　清 tel.0297-87-4688
黒田　輝子 tel.0297-87-3978
石田　　馨 tel.0299-79-2649
坂本　雅夫 tel.0299-78-2569
村田　　烈 tel.0299-78-2868
遠藤　政男 tel.029-894-3211
大竹　信彦 tel.029-894-2554

一人で悩まず、ご相談を！
児童虐待・不登校・非行などの
問題行動・発達の遅れ・子育て
の悩みなどに児童福祉司・心理
判定員などが相談に応じます。
日時：６月10日（金）

10：00～15：00
※要予約

場所：稲敷市ふれあいセンター
（稲敷市伊佐津3239-1）

● 児 童 福 祉 課 ☎ 0297-87- 
3247（直通）

　
第
１
回
国
勢
調
査
は
、
計
画

か
ら
実
施
ま
で
長
い
年
月
が
費

や
さ
れ
ま
し
た
が
、「
甲
斐
国

現
在
人
別
調
」
か
ら
41
年
後
、

法
律
制
定
か
ら
18
年
後
、
ア
メ

リ
カ
合
衆
国
の
第
１
回
人
口
セ

ン
サ
ス
か
ら
１
８
０
年
後
の
実

施
と
な
り
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、ほ
ぼ
５
年
ご
と
に
、

10
月
１
日
を
基
準
日
と
し
て
実

施
し
、現
在
に
至
り
ま
す
。

稲
敷
市
の
人
口
の
推
移

稲
敷
市
の
人
口
は
、
大
正
９
年

は
３
万
４
１
７
５
人
、
昭
和
30

年
は
４
万
７
３
９
１
人
、
平
成

12
年
に
は
５
万
１
２
８
４
人
と

推
移
し
て
い
ま
す
。

●
稲
敷
市
企
画
課
統
計
係
☎

０
２
９
‐
８
９
２
‐
２
０
０
０

（
内
線
２
６
０
０
）

国
勢
調
査
っ
て
な
に
？

国
勢
調
査
は
、
日
本
国
内
の
人

口
、
世
帯
、
就
業
者
か
ら
み
た

産
業
構
造
な
ど
の
状
況
を
地
域

別
に
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
た
、
国
の
最
も
基
本
的

な
統
計
調
査
で
す
。

　
大
正
９
年
か
ら
ほ
ぼ
５
年
ご

と
に
行
わ
れ
て
お
り
、
平
成
17

年
に
実
施
す
る
調
査
は
、
18
回

目
に
当
た
り
ま
す
。

国
勢
調
査
の
歴
史

わ
が
国
の
国
勢
調
査
の
原
型

は
、
明
治
12
年
、
現
在
の
山
梨

県
に
お
い
て
行
わ
れ
た
「
甲
斐

国
現
在
人
別
調
」
と
い
わ
れ
て

国
勢
調
査
の
あ
れ
こ
れ 

一
の
巻

国
調
の
歴
史
と
市
の
人
口
の
推
移

い
ま
す
。

　
明
治
28
年
９
月
、
国
際
統
計

協
会
か
ら
「
明
治
33
年
世
界
人

口
セ
ン
サ
ス
」
へ
の
参
加
の
働

き
か
け
が
あ
り
、「
国
勢
調
査

ニ
関
ス
ル
法
律
」の
制
定
な
ど
、

実
施
体
制
の
整
備
が
進
め
ら
れ

ま
し
た
。

　
「
国
勢
調
査
ニ
関
ス
ル
法
律
」

に
よ
る
と
、
第
１
回
国
勢
調
査

は
明
治
38
年
に
行
わ
れ
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
日
露

戦
争
や
第
１
次
世
界
大
戦
の
影

響
で
見
送
ら
れ
、
待
望
の
第
１

回
国
勢
調
査
は
、
大
正
９
年
に

行
わ
れ
ま
し
た
。

国勢調査クイズ
Q. 平成12年調査の結果、稲敷市の65歳
以上の人口は何人だったでしょう？
（答えは７月号で。）

５月号のクイズの答え…50年前の市の人口は？
47,391人でした。（昭和30年国勢調査）
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費
用
：
無
料
（
但
し
、
昼
食
は
参

加
者
持
参
）
／
対
象
者
：
15
歳

以
上
の
県
内
居
住
者
（
中
学
生

お
よ
び
県
職
員
を
除
く
）。た
だ

し
、
親
子
ふ
れ
あ
い
コ
ー
ス
に

つ
い
て
は
、
小
中
学
生
と
保
護

者
の
方
と
な
り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
下
記
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

７
時
／
募
集
人
数
：
１
名

●
江
戸
崎
第
二
保
育
所
☎
０
２

９
‐
８
９
２
‐
４
０
４
９

自
衛
官

○
航
空
学
生（
海
・
空
）

受
付
：
８
月
１
日（
月
）か
ら
９

月
８
日
（
木
）
／
資
格
：
高
卒

（
見
込
）
か
ら
21
歳
未
満
／
試

験
：
１
次
＝
９
月
23
日（
金
）

○
一
般
曹
候
学
生（
陸
・
海
・
空
）

受
付
：
８
月
１
日（
月
）か
ら
９

月
８
日
（
木
）
／
資
格
：
18
歳

以
上
24
歳
未
満
／
試
験
：
１
次

＝
９
月
17
日（
土
）

○
曹
候
補
士（
陸
・
海
・
空
）

受
付
：
８
月
１
日（
月
）か
ら
９

月
８
日
（
木
）
／
資
格
：
18
歳

以
上
27
歳
未
満
／
試
験
：
１
次

＝
９
月
17
日（
土
）

○
２
等
陸
・
海
・
空
士（
18
年
３
・

４
月
入
隊
）

受
付
：
８
月
１
日（
月
）か
ら
９

月
８
日
（
木
）
／
資
格
：
18
歳

以
上
27
歳
未
満
／
試
験
：
男
子

＝
９
月
中
旬
以
降
、
女
子
＝
９

月
25（
日
）・
26
日（
月
）の
い
ず

れ
か

○
２
等
陸
・
海
・
空
士（
17
年
８
・

10
月
入
隊
）

●
県
南
地
方
総
合
事
務
所
県
民

生
活
課　
茨
城
県
土
浦
市
真
鍋

５
‐
１
７
‐
２
６
☎
０
２
９
‐

８
２
２
‐
７
０
２
６

ご
近
所
の
底
力

再
生
事
業

県
で
は
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
再
生
・
活
性
化
を
め
ざ
し
、

自
治
会
な
ど
の
地
域
活
動
団
体

が
行
う
地
域
福
祉
や
、
子
ど
も

の
健
康
育
成
、
防
犯
と
い
っ
た

地
域
の
新
た
な
取
り
組
み
に
対

し
て
助
成
を
行
い
ま
す
。

助
成
額
：
10
万
円
ま
で
／
募
集

期
限
：
６
月
17
日（
金
）ま
で

●
大
好
き
い
ば
ら
き
県
民
会
議

（
県
生
活
文
化
課
県
民
運
動
推
進
室
）☎

０
２
９
‐
２
２
４
‐
８
１
２
０

臨
時
保
育
士

江
戸
崎
第
二
保
育
所
で
は
、
臨

時
保
育
士
を
募
集
し
ま
す
。

　
応
募
さ
れ
る
方
は
、
保
育
所

に
あ
る
履
歴
書
に
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、
資
格
証
明
書
と
一

緒
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

期
間
：
平
成
18
年
３
月
31
日
ま

で
／
勤
務
内
容
：
保
育
業
務
／

勤
務
時
間
：
午
後
１
時
〜
午
後

県
政
ふ
れ
あ
い
バ
ス
に

参
加
し
ま
せ
ん
か
？

地
方
総
合
事
務
所
で
は
、
毎
年
、

県
内
の
施
設
な
ど
を
見
学
し
、

県
の
事
業
を
学
習
す
る
「
県
政

ふ
れ
あ
い
バ
ス
」
を
実
施
し
て

い
ま
す
。皆
様
お
気
軽
に
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

や
さ
し
い
「
家
庭
介
護
」

入
門
講
座

県
弘
道
館
ア
カ
デ
ミ
ー
「
県
民

大
学
」で
は
、「
や
さ
し
い『
家

庭
介
護
』入
門
」を
開
催
し
ま
す
。

　
家
族
の
中
で
介
護
に
必
要
と

す
る
人
が
で
た
と
き
に
ど
う
す

る
か
？
少
し
で
も
「
疲
れ
な
い
、

明
る
い
気
持
ち
が
も
て
る
介

護
」
と
な
る
よ
う
、
皆
さ
ん
い

っ
し
ょ
に
学
び
ま
せ
ん
か
！

主
催
：
茨
城
県
県
南
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー
☎
０
２
９
‐
８
２
６

‐
１
１
０
１
／
場
所
：
稲
敷
市

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
（
稲
敷
市

新
利
根
庁
舎
と
な
り
）
／
日
程
：

８
月
６
日（
土
）か
ら
９
月
10
日

（
土
）ま
で
全
５
回
／
申
込
：
市

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
へ
電

話
で
申
し
込
む
。受
講
料
３
０

０
０
円
は
初
回
受
講
日
に
納
め

る
。

●
稲
敷
市
教
育
委
員
会
生
涯
学

習
課
（
稲
敷
市
役
所
新
利
根
庁
舎

内
）
☎
０
２
９
７
‐
８
７
‐
３

４
３
９

募集

bo

受
付
：
随
時
／
資
格
：
18
歳
以

上
27
歳
未
満
／
試
験
：
６
月
11

日（
土
）、７
月
３
日（
日
）、８
月

７
日（
日
）の
い
ず
れ
か

●
自
衛
隊
茨
城
地
方
連
絡
部
龍

ヶ
崎
事
務
所
☎
０
２
９
７
‐
６

４
‐
３
３
５
１

総
合
計
画
策
定
ま
ち
づ

く
り
協
議
会
委
員

稲
敷
市
の
将
来
に
つ
い
て
み
な

さ
ん
で
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

　
稲
敷
市
で
は
、
稲
敷
市
総
合

計
画
の
策
定
に
か
か
わ
っ
て
い

た
だ
く「
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
」

の
メ
ン
バ
ー
を
公
募
し
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
ア
イ
デ
ィ

ア
や
提
言
を
い
た
だ
き
、
そ
の

内
容
を
計
画
に
反
映
さ
せ
て
い

き
ま
す
の
で
、
み
な
さ
ん
も
稲

敷
市
づ
く
り
に
、
ぜ
ひ
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

応
募
資
格
：
市
内
に
在
住
・
在

勤
・
在
学
の
者（
年
齢
制
限
な
し
）

／
応
募
方
法
：
住
所
・
氏
名
・

年
齢
・
職
業
・
電
話
番
号（
携
帯

可
）・
応
募
の
動
機
（
１
０
０
字

〜
２
０
０
字
程
度
）
を
明
記
し
、

封
書
、
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
ま
た
は

メ
ー
ル
で
応
募
し
て
く
だ
さ

県政ふれあいバス日程表
コース名 定員 実施日 申込期限 見学施設 バス乗降場所

親子ふれあい
コースA 30人 7月21日

（木）
6月21日
（火）

県庁舎／県議
会議事堂など

守谷市役所
土浦合同庁舎

親子ふれあい
コースB 30人 8月9日

（火）
7月8日
（金）

つくばヘリポー
ト／筑波宇宙セ
ンターなど

牛久市中央生涯学
習センター
土浦合同庁舎

親子ふれあい
コースC 30人 8月12日

（金）
7月8日
（金）

霞ヶ浦環境科学
センター／フラ
ワーパークなど

土浦合同庁舎
守谷市役所

一般コースA 30人 9月13日
（火）

8月12日
（金）

工業技術セン
ター／ J パー
クなど

土浦合同庁舎
石岡市役所

一般コースB 30人 9月16日
（金）

8月12日
（金）

常陸那珂港湾
／国営ひたち
海浜公園など

牛久市中央生涯学
習センター
土浦合同庁舎

い
。企
画
課
（
江
戸
崎
庁
舎
２
階
）

へ
持
参
し
て
い
た
だ
い
て
も
結

構
で
す
。応
募
用
紙
は
各
庁
舎

総
合
窓
口
課
、
ま
た
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
入
手
で
き
ま
す
。

（
任
意
様
式
で
も
可
）
／
応
募
期

間
：
６
月
20
日（
月
）ま
で

※
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
は
平
成

17
年
度
中
に
４
〜
５
回
、
土
・

日
ま
た
は
平
日
の
夜
（
午
後
７

時
以
降
）に
開
催
し
ま
す
。

●
稲
敷
市
企
画
課　
稲
敷
市
江

戸
崎
甲
３
２
７
７
‐
１
☎

０
２
９
‐
８
９
２
‐
２
６
４
９

℻
０
２
９
‐
８
９
３
‐
０
３
８

８　

E-m
ail kikaku@

city.
inashiki.lg.jp

調
理
師

県
で
は
次
の
と
お
り
、
調
理
師

試
験
を
実
施
し
ま
す
。

願
書
受
付
日
時
：
６
月
23
日

（
木
）、
24
日（
金
）午
前
９
時
〜

正
午
お
よ
び
午
後
１
時
〜
４
時

30
分
／
受
付
場
所
：
県
内
最
寄

り
の
保
健
所
／
試
験
日
時
：
８

月
９
日（
火
）午
前
10
時
〜
正
午

願
書
・
申
込
み
方
法
な
ど
、
詳

し
く
は
左
記
ま
で
。

●
竜
ヶ
崎
保
健
所
衛
生
課
☎
０

２
９
７
‐
６
２
‐
２
１
６
３

知
事
と
語
ろ
う

『
明
日
の
茨
城
』参
加
者

茨
城
県
で
は
、
県
民
と
知
事
の

対
話
集
会
を
開
催
し
ま
す
。橋

本
知
事
と
県
政
に
つ
い
て
意
見

交
換
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
：
７
月
５
日（
火
）午
後
１

時
〜
４
時
／
場
所
：
つ
く
ば
国

際
会
議
場
（
つ
く
ば
市
竹
園
２
‐

２
０
‐
３
）
／
対
象
：
20
歳
以

上
の
方
／
定
員
：
１
０
０
名

（
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
）

／
応
募
方
法
：
は
が
き
・
Ｆ
Ａ

Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
で
必
要
事
項（
住

所
・
氏
名
・
年
齢
・
性
別
・
職
業
・

電
話
番
号
）を
記
載
の
上
、
６
月

20
日
ま
で
に
左
記
へ
申
込
む
。

●
県
南
地
方
総
合
事
務
所
県
民

生
活
課　

土
浦
市
真
鍋
５
‐

１
７
‐
２
６
☎
０
２
９
‐
８
２

２
‐
７
０
２
６
℻
０
２
９
‐
８

２
２
‐
７
０
５
０　

Ｅm
ail 

nansokenm
in@

p
ref.

ibaraki.jp

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー

研
修
会

県
で
は
、「
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
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●稲敷市生涯学習課社会体育係（新利根庁舎）tel.0297-87-3439（直通）

sports

の毎週水曜日、午後7時30分から1
時間程度、全8回　▽場所：江戸崎
体育館サブアリーナ　▽参加費：1
人2,000円　▽申込み：5月30日
（月）から

■ヨガ教室
「健康に暮らしたい」誰もが願うこ
とです。時々、体をゆったり伸ばし
てあげましょう。ヨガ教室は、自分
をみつめるひと時です。少しづつ和
らいでいく体を楽しみませんか。　
▽日時：6月7日（火）、14日（火）、
28日（火）、7月5日（火）、12日（火）、
午前10時30分から正午、全5回　
▽場所：江戸崎公民館和室　▽参加
費：1人1,000円　▽募集定員：20
人　▽持参するもの：バスタオル1
枚　▽申込み：5月30日（月）から

■バドミントン教室
全くラケットを握ったことのない
人、少しだけやったことのある人等
の初心者を対象とした教室です。日
頃運動不足を感じている方、この機
会にバドミントンを始めてみません
か。
▽日時：6月18日から8月6日まで
の毎週土曜日、午後7時30分から9
時30分　▽場所：江戸崎体育館メ
インアリーナ　▽参加費：1人
2,000円　▽募集定員：25人　▽
申込み：6月6日（月）から

■キックボクササイズ教室
無酸素運動であるキックボクシング
の要素と、有酸素運動であるエアロ
ビクスの要素をとり入れたキックボ
クササイズ。体の健康だけでなく、
思いっきりパンチ・キックすること
で、ストレスの解消にも。
▽日時：7月24日（日）、8月7日（日）
午後2時30分から3時30分、全2
回　▽場所：江戸崎体育館サブアリ
ーナ　▽参加費：1人500円　▽申
込み：7月1日（金）から

会員募集
■ゴルフ部会員
稲敷市ゴルフ部では会員を募集しま
す。ゴルフを通じて親睦や健康づく
り、技術向上などを目的に研修会や
大会の参加などを行います。
▽会員資格：稲敷市在住の社会人　
▽年会費：2000円▽申込：6月30
日までに、各地区役員に申し込む
【江戸崎】支部長＝福田和美tel.029- 
892-1638、副支部長＝稲葉嘉一
tel.029-892-2153
【新利根】支部長＝石川定男tel.0297- 
87-2050、副支部長＝佐々木勝tel. 
0297-87-2433
【東】支部長＝坂本安正tel.0299-78- 
3227、副支部長＝岡野貞雄tel.0299-
79-0532
【桜川】支部長＝佐藤一作tel.029- 
894-3193、副支部長＝宮本昇
tel.029-894-6716

スポーツ

スポーツ教室参加者募集！

スポーツとかかわるきっかけをつく
り、生涯スポーツとして気軽に健康
づくりに参加できるよう、各種スポ
ーツ教室を実施していく予定です。
スポーツの経験がある方もない方
も、ぜひご参加ください。
申込：生涯学習課まで電話で申し込
み。参加費は教室初日に会場で徴収
します。※教室を欠席しても参加費
の払い戻しはありません。
●稲敷市生涯学習課社会体育係（新
利根庁舎）tel.029-892-2000（代表）
tel.0297-87-3439（直通）

■初級エアロビクス教室
有酸素運動であるエアロビクスは、
全身持久力を高め、脂肪を燃焼して
くれます。まずは、初級者クラスで
基本ステップをマスターし、音楽に
合わせて楽しく汗をかきましょう。
▽日時：6月9日から7月28日まで
の毎週木曜日、午後7時30分から
１時間程度、全８回　▽場所：江戸
崎体育館メインアリーナ　▽参加
費：1人2,000円　▽申込み：5月
30日（月）から

■中級エアロビクス教室
基本ステップをマスターした方は、
少しステップアップして中級者クラ
スに挑戦してみませんか。　
▽日時：6月8日から7月27日まで

informationくらしと情報

市
役
所
で
は
お
昼
も

業
務
を
行
い
ま
す

市
で
は
、
５
月
17
日
よ
り
、
昼

休
み
も
す
べ
て
の
窓
口
で
業
務

を
行
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
、
総
合
窓
口
や
会

計
課
な
ど
一
部
の
窓
口
で
は
、

昼
休
み
も
業
務
を
行
っ
て
い
ま

し
た
が
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
の
た
め
、
今
後
は
市
の
各
庁

舎
、
出
先
機
関
な
ど
す
べ
て
の

窓
口
で
昼
休
み
も
通
常
ど
お
り

地域交流スペース
特別養護老人ホーム水郷荘・３階☎0299-79-2319
教室名　 日　時 講　師 内　　容

陶芸教室 火・木 午後１時
日 午前９時 非常勤職員 １週間位前までに

予約してください

料理教室 ６月27日（月）
午前10時 栄養士 季節のものを取り

入れた老人食
リハビリ
体操教室

６月27日（月）
午後１時

理学療法士
作業療法士

肩・腰・膝等の痛み
の予防体操

生花教室 ６月16日（木）
午後１時30分

青野富美子先生
(千草流) 季節の花を生ける

手話
愛好会

６月17日（金）
午後７時

坂本早苗先生
（ひまわり会） 日常会話・手話歌

カラオケ
教室

毎週火・土
午後１時30分 ボランティア 通信カラオケで高

齢者から幼児まで
絵手紙
教室

６月22日（水）
午後１時30分 浅香克巳先生 季節の草花等で絵

手紙を作成
梅さんの
落語会

6月10日（火）
午前10時30分 鶯春亭梅八さん 演題は皆さんの顔

を見てから…

囲碁教室 毎週月
午後１時 島崎正道先生 初心者からベテラ

ンまで

子育て悩み相談
専門の相談員が子育てに関する悩みにお答
えします。
日にち：６月10日（金）、21日（火）
☆子育てサロン
時間：午後１時30分～３時30分
場所：江戸崎公民館
対象年齢：就学前のお子さんとその親
☆家庭教育相談
時間：午前10時～正午
場所：江戸崎公民館ほか（相談に応じます）
方法：面接（予約していただくと確実です）
●稲敷市教育委員会生涯学習課
☎0297-87-3439

人事

Ji職
員
人
事

退
職（
５
月
２
日
付
）

特
別
参
与
・
筧
信
、浦
口
勇

異
動（
５
月
10
日
発
令
）

■
秘
書
広
聴
課
＝
課
長
・
宇
佐

美
嘉
一（
財
政
課
）、現
業
・
鳥
羽

光
男（
総
務
課
）■
総
務
課
＝
現

業
・
佐
藤
正
美
（
秘
書
広
聴
課
）

■
財
政
課
＝
課
長
・
親
見
清
志

（
江
戸
崎
総
合
窓
口
課
）
■
江
戸

崎
総
合
窓
口
課
＝
課
長
・
秋
本

隆（
秘
書
広
聴
課
）

業
務
を
行
い
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
職
員
は
交
代
で

昼
休
み
を
と
り
業
務
を
行
う
形

と
な
り
ま
す
。

▽
開
庁
時
間
：
午
前
８
時
30
分

か
ら
午
後
５
時
15
分
ま
で

※
江
戸
崎
庁
舎
総
合
窓
口
課
で
は

毎
週
木
曜
日
午
後
８
時
ま
で
諸
証

明
の
発
行
を
行
っ
て
い
ま
す
。

●
稲
敷
市
総
務
課
☎
０
２
９
‐

８
９
２
‐
２
０
０
０
（
内
線

２
２
０
３
）

いろ
いろ

Ir
２
級
課
程
研
修
会
」
を
開
催
し

ま
す
。研
修
会
を
修
了
す
る
と

資
格
を
取
得
で
き
ま
す
。

期
間
：
７
月
１
日（
金
）か
ら
12

月
19
日（
月
）ま
で
、
週
１
日
程

度
／
会
場
：
県
総
合
福
祉
会
館

（
水
戸
市
千
波
町
１
９
１
８
）
／

費
用
：
２
万
円
程
度
／
申
込
：

６
月
８
日
ま
で
に
江
戸
崎
福
祉

セ
ン
タ
ー
へ
申
し
込
む

●
稲
敷
市
江
戸
崎
福
祉
セ
ン
タ

ー
☎
０
２
９
‐
８
９
２
‐

５
７
１
１
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 ●新＝ふれあいセンター tel.0297-87-6111
 ●江＝江戸崎保健センター tel.029-840-5170
 ●桜＝桜川保健センター tel.029-894-3909
 ●東＝東保健センター tel.0299-80-4500

public health center

健康づくり事業・運動教室
市では、各種教室を開催しています。
随時、参加者を募集しています。お
気軽に参加ください。
●ふれあいセンター tel.0297-87- 
6111
■ウォーキング教室
【江戸崎】日時：6月9日（木）、7月7
日（木）午前10時～、　【新利根】日
時：6月3日（金）、7月1日（金）午前
10時～、　【桜川】日時：6月24日
（金）午前10時～、　【東】日時：6月
17日（金）、7月15日（金）午前10
時～、
■リフレッシュ＆体力づくり教室
日時：6月7日（火）、21日（火）7月
5日（火）12日（火）午前10時～
■さわやか体操
【いこいのプラザ】日時：6月6日（月）
7月4日（月）午後2時～　【根本共
同】日時：6月13日（月）7月11日

（月）午後2時～
■太らない体づくり教室
日時：6月2日、9日、16日、23日、
30日、7月7日、14日（木）
■親子で遊ぼう！
日時：6月2日（木）、7月14日（木）
午前10時～

子育て情報
子育て教室を行います。

日程・会場：下記表を参照／参加無
料／申込：予約制です。
■地域子育て支援センター
時間：午前10時～11時30分
●地域子育て支援センター（新利根
つばさ保育園内）tel.0297-87-3600
■ふれあい広場
時間：午前10時～11時／申込：2
日前までに電話で申込む
●江戸崎第ニ保育所tel.029-892-4094

保健センター

日程 会場 内容 定員
■地域子育て支援センター
6月2日（木） つ 給食試食会（離乳食完了児） 12組
6月7日（火） ふ 赤ちゃん体操＆子育てトーク（０～１歳） 15組
6月9日（木） ふ リズム遊び（１～２歳） 15組
■ふれあい広場
6月7日（火） ニ ふれあい運動遊び 30組
6月28日（火） 沼 七夕かざり 30組
会場：つ＝新利根つばさ保育園／ふ＝ふれあいセンター／ニ＝江戸崎第ニ
保育所／沼＝沼里コミュニティセンター

6月24日（金） 桜川ウォーキング教室 午前10時～11時30分 桜川保健センター 要申込
6月27日（月） 日本脳炎 午後1時10分～1時40分 江戸崎保健センター 要予約
6月28日（火） キッズクラブ 午前10時～11時 桜川保健センター 要申込
 風しん 午後1時10分～1時40分 江戸崎保健センター 要予約
6月29日（水） リハビリ体操 午後1時30分～3時 ふれあいセンター 要申込
 2歳児歯科健診 午後1時15分～1時30分 桜川保健センター 個人通知
6月30日（木） こころのリハビリ 午前10時～11時30分 ふれあいセンター 要申込
 こころの健康相談 午後1時30分～3時30分 ふれあいセンター 要予約
 太らない体作り教室 午前10時～12時30分 ふれあいセンター 要申込

6月1日（水） 総合健診 午前7時～10時 太田いこいのプラザ（新利根） 要予約
 リハビリ体操 午後1時30分～3時 ふれあいセンター 要申込
6月2日（木） 太らない体作り教室 午前10時～12時30分 ふれあいセンター 要申込
 親子で遊ぼう 午前10時～11時 ふれあいセンター 要申込
6月3日（金） 住民健康相談 午前10時分～11時30分 東保健センター 直接来所
 日本脳炎 午後1時10分～1時40分 江戸崎保健センター 要予約
 新利根ウォーキング教室 午前10時～11時30分 ふれあいセンター 要申込
6月6日（月） 三種混合 午後1時30分～2時 東保健センター 要予約
 さわやか体操 午後2時～3時30分 いこいのプラザ 要申込
6月7日（火） 麻しん 午後1時10分～1時40分 江戸崎保健センター 要予約
 日本脳炎 午後1時30分～2時 桜川保健センター 要予約
 リフレッシュ＆体力づくり教室 午前10時～11時30分 ふれあいセンター 要予約
6月8日（水） リハビリ体操 午後1時30分～3時 ふれあいセンター 要申込
 3～4か月児健診 午前9時30分～9時45分 江戸崎保健センター 個人通知
 6～7か月児育児教室 午後1時15分～1時30分 江戸崎保健センター 個人通知
6月9日（木） 婦人科検診 正午～ 江戸崎保健センター 要予約
 こころの健康相談 午後1時30分～3時30分 桜川保健センター 要予約
 江戸崎ウォーキング教室 午前10時～ 江戸崎保健センター 要申込
 太らない体作り教室 午後2時～3時30分 ふれあいセンター 要申込
6月10日（金） 3～4か月児健診 午前9時30分～9時45分 東保健センター 個人通知
 6～7か月児育児教室 午後1時15分～1時30分 東保健センター 個人通知
 三種混合 午後1時10分～1時40分 江戸崎保健センター 要予約
6月13日（月） 日本脳炎 午後1時30分～2時 東保健センター 要予約
 婦人科検診 正午～ 江戸崎保健センター 要予約
 さわやか体操 午後2時～3時30分 根本共同 要申込
6月14日（火） 2歳児歯科健診 午前9時15分～9時30分 ふれあいセンター 個人通知
 婦人科検診 正午～ 江戸崎保健センター 要予約
6月15日（水） リハビリ体操 午後1時30分～3時 ふれあいセンター 要申込
 婦人科検診 正午～ 江戸崎保健センター 要予約
 3歳児健診 午前9時15分～9時45分 桜川保健センター 個人通知
6月16日（木） キッズクラブ 午前10時～11時30分 東保健センター 要申込
 婦人科検診 正午～ 江戸崎保健センター 要予約
 太らない体作り教室 午後2時～3時30分 ふれあいセンター 要申込
6月17日（金） 3歳児健診 午前9時～9時30分 ふれあいセンター 個人通知
 ポリオ 午後1時10分～1時40分 ふれあいセンター 要予約
 婦人科検診 正午～ 江戸崎保健センター 要予約
 日本脳炎 午後1時30分～2時 桜川保健センター 要予約
 東ウォーキング教室 午前10時～11時30分 東保健センター 要申込
6月20日（月） 風しん 午後1時30分～2時 東保健センター 要予約
6月21日（火） 1歳6か月児健診 午後1時15分～1時45分 江戸崎保健センター 個人通知
 リフレッシュ＆体力づくり教室 午前10時～11時30分 ふれあいセンター 要予約
6月22日（水） 日本脳炎 午後1時30分～2時 東保健センター 要予約
6月23日（木） 三種混合 午後1時10分～1時40分 江戸崎保健センター 要予約
 太らない体作り教室 午前10時～11時30分 ふれあいセンター 要申込

保健カレンダー6月　その1

日程 行事名 時間 会場 備考

保健カレンダー6月　その2

日程 行事名 時間 会場 備考
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>> 市立図書館情報

市立図書館は、八千石（東地区）にあ
り、歴史民俗資料館と併設された施
設です。蔵書数約10万冊、AVコー
ナーや、絵本コーナー、学習室など
があります。市民の方はどなたたで
も利用できますのでぜひご活用くだ
さい。
■子ども映画会
「クリーナおばさんとカミナリおば
さん」「ぐるんぱのようちえん」
日時：6月11日（土）、12日（日）午
後２時より／上映時間：29分（2話）
／申込：当日図書館カウンターで申
し込み／定員70名
■おはなし会

ボランティアの方が、子ども向けの
紙芝居や絵本を読んでくれます。
日時：6月26日（日）午後2時から
■今月の展示
「夏に向けてダイエット」
寒天ダイエットや、食べて痩せられ
る簡単レシピ本など、さまざまなダ
イエット本をご紹介します。これか
ら夏に向けて、ぜひチャレンジして
みてください。
■新着図書（市立図書館分）
「終わりからの旅」辻井喬、「雨と夢
のあとに」柳美里、「黒笑小説」東野
圭吾、「再生巨流」楡周平、「懲りな
い男と反省しない女」渡辺淳一、「母
のない子が、母になる日。」井上美智
代ほか

③

public library図書館・図書室だより

6月の開館日（共通）

開館（室）時間：午前9時～午後
５時、※図書館（東）水曜日のみ
午前11時～午後7時
休館日：ブルー表示
※江戸崎図書室は5月30日
（月）から6月3日（金）まで蔵書
点検のため休室とします。
※新利根、桜川図書室は6月30
日（木）も貸出しを行います。

① ②

④

 ●稲敷市立図書館tel.0299-79-3111、fax0299-79-3113
 　図書館蔵書検索：HP　opac.city.inashiki.lg.jp
 ●江戸崎公民館内図書室tel.029-892-4110
 ●新利根農村環境改善センター内図書室tel.0297-87-2175
 ●桜川中央公民館内図書室tel.029-894-2981
 　※ご利用方法は施設ごとに違いますので、ご確認ください。

>> 江戸崎図書室情報

■今月の展示
「ガーデニング」
生活の中に花や緑を取り入れてみま
せんか？江戸崎図書室ではガーデニ
ングに関する本を集めてみました。
■新着図書（江戸崎図書室分）
課題図書が入りました：「空のてっ
ぺん銀色の風」ひろはたえりこ「ス
ズメの大研究」国松俊英「ｱﾘからみ
ると」桑原隆一「バスをおりたら」小
泉るみ子「歩きだす夏」今井恭子「か
げまる」矢部美智代　ほか

市立図書館
新着図書
①「魂萌え！」
桐野夏生
②「黙の部屋」
折原一
③「辰巳八景」
山本一力
④「霧のなかの
子」トリイ・ヘ
イデン

 日 月 火 水 木 金 土
    1 2 3 4 
 5 6 7 8 9 10 11
 12 13 14 15 16 17 18 
 19 20 21 22 23 24 25
 26 27 28 29 30



休日診療当番医
5月29日（日） 古橋医院（東）tel.0299-78-3770
 美浦中央病院（美浦）tel.029-885-3551
 三石内科クリニック（龍ケ崎）tel.0297-62-2234
 牛尾病院（龍ケ崎）tel.0297-66-6111
6月5日（日） ゆはらクリニック（桜川）tel.029-894-2002
 河合内科医院（阿見）tel.029-843-3301
 横田医院（龍ケ崎）tel.0297-62-0047
 いがらしクリニック（龍ケ崎）tel.0297-62-0936
6月12日（日） 江戸崎病院（桜川村）tel.029-894-2611
 小林医院（阿見町）tel.029-889-1134
 𠮷澤胃腸科医院（龍ケ崎）tel.0297-66-0977
 西新道外科医院（龍ケ崎）tel.0297-62-0855
6月19日（日） 坂本耳鼻咽喉科医院（江戸崎）tel.029-892-2627
 阿見第一クリニック（阿見）tel.029-887-3511
 福岡小児科医院（龍ケ崎）tel.0297-66-3245
 野村医院（龍ケ崎）tel.0297-62-6561
6月26日（日） 角崎クリニック（新利根）tel.0297-87-6030
 尾﨏眼科医院（阿見）tel.029-843-7272
 細井クリニック（龍ケ崎）tel.0297-66-2000
 いしかわクリニック（龍ケ崎）tel.0297-62-0378
7月3日（日） 和田医院（桜川）tel.029-894-2412
 かたやま耳鼻咽喉科（阿見）tel.029-887-3349
 兼子内科循環器科（龍ケ崎）tel.0297-64-3105
 竜ケ崎医院（龍ケ崎）tel.0297-62-0550
診療時間：午前9時から午後4時まで／都合により変更にな
る場合がありますので、確認してからお出かけください

総人口：49,977人（-2）
　　男：24,751人（-6）
　　女：25,226人（+4 ）
世帯数：14,878（+35）
※5月1日現在。かっこは前月比

発生件数：29（108）
　負傷者：39（139）
　　死者：1（5）
※4月1日～30日。
かっこ内は年累計

市民のみなさんのご意
見、ご提案を今後の編
集に反映していきたい
と思います。秘書広聴
課まで。
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心配ごと相談
社会福祉協議会では心配ごと相談事業を行っています。
申込：予約制、各開催場所へ申込む／無料
江戸崎地区＝日時：6月15日（水）午後1時から午後3時まで
／場所：江戸崎福祉センター tel.029-892-5711
新利根地区＝日時：6月2日（木）、16日（木）午後１時30分か
ら午後４時まで／場所：ふれあいセンター tel.0297-87-6888
桜川地区＝日時：6月10日（金）、21日（火）午後１時から午
後４時まで／場所：桜川公民館tel.029-892-2000（内線4801）
東地区＝日時：6月8日（水）、22日（水）午後１時から午後４
時まで／場所：東公民館tel.0299-80-5070

人権相談
人権に関する相談に、人権擁護委員などがお答えします。
日時：6月10日（金）、午後1時から午後4時まで／場所：桜
川公民館
●稲敷市人権同和対策室tel.029-892-2000（内線3300）

犬猫引取
手数料：2,000円（一匹）
場所：江戸崎庁舎第2駐車場奥／日時：6月9日（木）、23日
（木）午後1時30分～50分
場所：桜川保健センター前駐車場／日時：6月2日（木）、16
日（木）、30日（木）、午前10時40分～11時
●稲敷市生活環境課tel.029-894-2327（直通）

6月の納税（納期限：6月30日（木））
市県民税：1期、介護保険料・国民健康保険税：2期

サポート

いなしき健康相談
医師が医療相談などに、24時間年中無休でお答えします。
●フリーダイヤルtel.0120-69-3389

交通事故相談
日時：6月15日（水）午前10時から午後3時まで／会場：茨
城県稲敷合同庁舎
●県南地方交通事故相談所tel.029-823-1123

編集後記　田植えも終わり、新緑が映え、風物を撮影するには最適な季節となりました。合併してまだ日も
浅く、市内の名所や旧跡がよくわからないので、それらを巡りながら写真に収め、広報紙で今後紹介できれば
と考えています。（坂本）▽今月の表紙は「かわいく補正して」と頼まれました。（ちょっとムリだった！G4出）
▽県内で最も早く田植えが行われるという旧東町へ取材に行く。写真を撮り終えた私たちに、農家の方から衝
撃の一言が。「おめーら、ここは佐原だよ！東（あずま）はそっちからだっぺよ！」……飛び地だったのね。（池）


